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「蛇池公園の左義長」 
てっぺんの燃焼が早く、炎が舞い上がる様子 

市川 正幸さん 
　市川さんより、この他にもたくさんの
お写真をご応募いただきました。 
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さか ぐち な はる 

後藤 友紀 
（ごとう ゆき）2期 
好きな場所： 
カフェ 
趣味： 
フラダンス 
座右の銘： 
知は力なり 
最近の関心事： 
若いころやっていた英会話
をまた始めたいなと思って
います 

松  浩二 
（まつばら こうじ）2期 
好きな台湾ラーメン： 
大吉 
趣味： 
プラモデル（戦艦、戦車、航空機） 
座右の銘： 
起きて半畳寝て一畳 
最近の関心事： 
日本人ユーチューバーの現地発
信により世界中の真実を知るこ
とができること 
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成人式実行委員会が議場を初体験 

「大人」への第一歩 
はたちの議場レポート！ 

町に期待することは？どんな町づくりを希望する？今年成人式を迎えた世代が 
どんなことを考えているのか！アンケート結果も併せてご紹介します！ 

傍聴席入口 

議場・議員席 

協議会室 

お疲れさまでした！ 

アンケート記入 

アンケート結果 
成人式実行委員の方々に、アンケート調査を行い、自分たちの考えを等身大の言葉で答えていただきました！ 

「議会」や「議員」に対するイメージとは？ 投票に行ったことがありますか？ 

25%

75%
興味がある 

9%

遠い存在 
43%

暗い 
14%

つまらなさそう 
9%

身近な存在 
5%

興味がない 
5%

わからない 
5%

その他 
10% No 「理由」 Yes

・数ある中の一票であるが 
　意見を反映させるため。 
・権利は使ってこそ！と思う。等 

教育・文化 
 
子どもの遊び場等の

整備 

安全・生活基盤、交流・
コミュニティ 

 
地域との関わり方（幅

広い年齢） 

安全・生活基盤、都市
基盤・交通 

 
他の市や町の人に自
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モノが欲しい。 
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化 

 
防犯カメラをつけて

犯罪をなくす！ 

健康・福祉・スポーツ 
 
岐南町で行われるス

ポーツ大会やイベント
をもっとわかりやすく
宣伝して欲しいです。 

健康・福祉・スポーツ、
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災害に強い町づくり

を希望します。 

教育・文化、交流・コ
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私たちの世代でも楽
しく参加できるイベン
トがあったらいい！ 
役場や議会を知る機会
がもっと欲しい！ 
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総務省から移行通知があり、公営企業会計の適用に要する経費
について公営企業債の対象になり、元利償還金に対して普通交
付税措置の財政措置もありましたので、平成29年度から事業
を進めており、令和2年4月から地方公営会計に移行します。 

A

現在、給水装置工事事業者が指定されていますが、
5年ごとの更新になっても、更新時に水道法第25条
の3に規定された基準に合ったものでないといけな
いとし、新規でも基準に則って指定します。指定の
新規と更新で違いはなく、同じ様に審査します。 

A

指定手数料等については、公益社団法人日本水道協会か
ら指定給水装置工事事業者制度への指定更新制の導入に
おけるガイドラインが発刊されており、その中に人件費
等の費用の根拠が明記されています。他の団体について
は、笠松町・養老町・垂井町・神戸町・輪之内町・八百
津町は新規・更新ともに1万円、美濃市は5千円、七宗
町は新規1万円・更新5千円となっています。 

A

育児休業は、1年以上任用した職員については身分
の保証はあるが無給です。けがや病気は年間で10日
間の有給休暇があります。 

A

会計年度任用職員は服務規程で守秘義務等
が課せられており、職務上知りえた情報に
ついては、退職後も守秘義務があります。 

A

対象者は約130人、人件費
は3400万円増を見込んで
います。 

A

指定管理施設は、施設の維持管理、利用者への
対応、施設運営の経費の削減等の6つの項目を指
定管理者選定委員会で、年2回評価しています。 

A

一般公募を基に面接や書
類選考で能力実証を行い
採用します。任用時には
正職員と同じく服務の宣
誓等をし、セキュリティ
研修なども受講します。 

A

公営企業債は、一般会計では
なく下水道事業が起債をして
おり、償還についてもすべて
下水道事業から償還します。 

A

今後は水道課の中で上水道
事業と下水道事業を合わせ
て行うことはなく、それぞ
れの事業で進めていきます。 

A

指定管理者のクリーン・ロー
ズは、自主事業で保育園児の
抹茶体験会や地域の方とのカ
ラオケサロン、社協と共同で
認知症カフェを開催し、地域
とのコミュニケーションの向
上を図っています。 

A

総務 

総務・民生建設 常任委員会がチェック！ 総務・民生建設 常任委員会がチェック！ 
12月定例会にて各常任委員会を開催 

町の仕事は様々な分野にわたっていることから、総務、民生建設の2つの常任委員会を
設置し、それぞれを分担しながら、審査を行っています。その審査過程で、委員から
どんな指摘・要望があったのか、その一部をご紹介します。 

議案第67、68号の計2案件について 
（町会計年度任用職員関連） 

民生 
建設 

議案第63、69～71号 までの計4案件について 
（下水道事業の公営企業会計への移行関連） 

民生 
建設 

議案第72号 町水道事業給水条例の一部を改正する条例 
（※一部議案第70号関連部分） 

総務 議案第74号 町南町民センターの指定管理者の指定 

育児休業した場合や公務上負傷・
病気により公務を休んだ場合、
給与は保証されるのか？ 

Q

指定手数料が1万円、
一時休止及び一時休
止解除の手数料が
1067円という金額
になった経緯と妥当
性について、また他
市町村はどうか？ 

Q

新規で申し込みがあった事業所と既存の事
業所で更新する所と審査に関して違いがあ
るのか、またこの制度が変更された後の更
新に関しての運用はどうなるのか？ 

Q

住民サービスの向上は、
具体的に図られているの
か。また、地域の活性化
や振興・行政改革の推進
効果が表れているか？ 

Q

改正による移行対象者
の人数と人件費の増加
額はどれくらいか？ 

Q

上水道事業は企業会計化して
いるが、なぜ今回、下水道事
業を企業会計化するにいたっ
たのか？ 

Q

個人情報の取り扱いへの対
応はどうなるのか？ 

Q

元利償還金は交付税措置として一般会計に
入ってくるが、現時点では借入自体は行政が
公営企業債という形で借りている。この債務
は一般会計に残ったままになるのか、公営企
業になった時にはそちらに移るのか？ 

Q

水道事業と下水道事業とそれぞれの事業を
独立採算でやっていくところで、今後につい
て1つの課の中で一体的にやっていくのか？
それぞれが独立してやっていくのか？ 

Q

適正な管理の確保はさ
れているか。管理の在
り方に問題はないか？ 

Q

任用根拠の明確化と適正化の進め方、どの
ような服務規定があるか、さらに、採用に
あたって責任をどのように留意するのか？ 

Q

南町民センターでの認知症カフェ 
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付託委員会 案　　　件 可否 反対した議員 付託委員会 案　　　件 可否 反対した議員 

12月定例会では こんなことが決まりました 
第4回（12月）定例会議会に提出された案件は22件です。 
付託委員会欄の「 ●総  」は総務、「 ●民  」は民生建設常任委員会への付託を表します。 

議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。 
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 

●民  

●総  

●総  

●民  

●民  

●民  

●民  

●総  

議案第63号　岐南町内部組織設置条例の一部を改正する条例について 
　下水道事業が地方公営企業会計へ移行することに伴い、建設部の分掌事務から「下水道に関する
事項」を削除しました。 
議案第64号　岐南町議会議員の議員報酬、旅費及び期末手当に関する条例の一部を改正する条

例について 
　人事院の勧告に基づく賞与の均衡を図るため、期末手当を年間0.05ヶ月分引き上げ、4.45ヶ月を
4.5ヶ月としました。 
議案第65号　岐南町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 
　人事院の勧告に基づく賞与の均衡を図るため、期末手当を年間0.05ヶ月分引き上げ、4.45ヶ月を
4.5ヶ月としました。 
議案第66号　岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 
　人事院勧告がなされたことを受け、給料表、住居手当及び勤勉手当の改正を行いました。 
議案第67号　岐南町地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例について 
　特別職非常勤職員及び臨時的任用職員から会計年度任用職員制度に移行することにより、名称等
の変更等、関係法令の見直しを行い、整備しました。 
議案第68号　岐南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例について 
　臨時職員・非常勤職員について、特別職の任用及び臨時的任用の適正を確保し、並びに一般職の
会計年度任用職員の任用等に関する制度の明確化を図るとともに、会計年度任用職員に対する給付
について規定を整備しました。 
議案第69号　岐南町下水道事業特別会計設置条例を廃止する条例について 
　下水道事業が地方公営企業会計へ移行することに伴い、特別会計を廃止しました。 
議案第70号　岐南町下水道条例の一部を改正する条例について 
　現行の下水道法施行令に定める下水の排除の制限等の項目にあって、下水道条例に定められてい
ないものについて新たに定めました。また、下水道事業の工事指定店の指定又は更新に伴う手数料
について、新たに1件につき1万円の手数料を定めました。 
議案第71号　岐南町水道事業の設置等に関する条例の全部を改正する条例について 
　下水道事業が地方公営企業会計へ移行することに伴い、岐南町水道事業の設置に関する条例に、
下水道事業の設置について必要な事項を新たに加えました。 
議案第72号　岐南町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 
　水道法及び水道法施行令の一部改正を受け、給水装置工事事業者の5年の更新制が導入された
ことに伴い、指定給水工事事業者の指定又は更新に新たに1件につき1万円の手数料を定めました。 
議案第73号　岐南町第6次総合計画基本構想の策定について 
　地域コミュニティ組織の活動等を通じて、住民同士の結びつきを強め、住民の主体的な参画と積極
的な情報提供を図り、持続可能なまちづくりを推進していくため、岐南町の将来都市像を「みんなで
つくる魅力あるまち・ぎなん」と定め、五つの基本政策を掲げました。期間は令和2年度から令和11年
度までの10年間となります。 
議案第74号　岐南町南町民センターの指定管理者の指定について 
　岐南町南町民センターの指定管理者に、岐南町徳田4　クリーン・ローズ（代表：葛谷小夜子氏）が
引き続き指定されました。 
　指定期間は令和2年4月1日から令和5年3月31日までの3年間となります。 
議案第75号　岐阜地域児童発達支援センター組合規約の変更に関する協議について 
　岐阜地域児童発達支援センター組合を構成する自治体のうち、加茂郡八百津町が令和2年3月31
日をもって脱退することに伴い、地方自治法の規定に基づき規約の変更をしました。 
議案第76号　岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岐阜県市

町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について 
　岐阜県市町村職員退職手当組合から、中濃地域農業共済事務組合、東濃農業共済事務組合及び
飛騨農業共済事務組合が令和2年3月31日をもって脱退することに伴い、地方自治法の規定に基づ
き規約の変更をしました。 
議案第77号　令和元年度岐南町一般会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ1億735万5千円を増額し、79億5730万4千円としました。 
　歳出の主なものとしては、障害者自立支援給付費として3483万4千円、障害児通所等給付費とし
て3984万6千円、道路維持補修にかかる舗装補修工事として1339万円、町道整備にかかる側溝整
備費用として700万3千円、町民グラウンド整備工事として121万9千円の増額などをしました。 

議案第78号　令和元年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ47万3千円を減額し、24億9713万5千円としました。 
　歳出の主なものとしては、システム改修経費の支出に係る一般管理費の委託料として、88万2千円
を増額、人件費の精査により、135万5千円を減額しました。 
議案第79号　令和元年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ1737万円を増額し、18億9182万7千円としました。 
　歳出の主なものとしては、介護予防サービス等諸費、高額介護サービス等費の支出に係る保険給
付費として、1690万5千円、人件費の精査に係る地域支援事業費として32万9千円の増額などをし
ました。 
議案第80号　令和元年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ1257万7千円を増額し、4億8865万6千円としました。 
　歳出の主なものとしては、後期高齢者医療広域連合納付金として1236万1千円、一般会計繰出
金として21万6千円を増額しました。 
議案第81号　令和元年度岐南町下水道事業特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ27万5千円を減額し、7億2789万5千円としました。 
　歳出の主なものとしては、一般管理費において、人件費の精査により8万4千円の減額、公共下水
道費におきましても、19万1千円を減額しました。 
議案第82号　岐南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について 
　9月議会に上程し、可決した議案第53号について、「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準の一部を改正する内閣府令」の訂正により、該当箇所の訂正及び町基準に対
応した改正を行いました。 
議案第83号　令和元年度岐南町一般会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ1007万円を増額し、79億6737万4千円としました。 
　歳出の主なものとしては、教育費において2020年4月の新学習指導要領の改訂に伴う、教科書採
択に合わせた各小学校の教師用教材備品購入費として1007万円を増額しました。 
議案第84号　地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書について 
　地方議会議員を志す新たな人材育成につながっていくことや国民の幅広い政治参加や地方議会
における人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金制度加入のための法整備を早急に実現す
るよう強く要望しました。 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

第63回町村議会議長全国大会 第63回町村議会議長全国大会 
令和元年11月13日：NHKホール 令和元年11月13日：NHKホール 

　東京NHKホールにて、全国926の議会議長をはじめとす
る町村議会関係者が約1800人集まり、「全国町村議会議長
会 創立70周年記念式典」「第63回 町村議会議長全国大会」
が開催され、正副議長が出席しました。 
　大会では、安倍晋三内閣総理大臣が「地域の元気なくして、
日本の再生なし。」「日本のふるさと、守るべきふるさとは、
町村にこそある。」と祝辞を述べたほか、衆参両院議長、
総務大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣、衆参両院あ
わせて51名の国会議員が臨席されました。 
　令和2年度の国の予算編成対策として、「東日本大震災
からの復興」など要望37件（地区要望9件を含む）、「議会の機能強化及び多様な人材を確保するため
の環境整備に関する重点要望」14点を提案し、満場一致で採択されました。 

加藤 

決
定
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櫻井 　明 議員 

スクールゾーン規制標識 

（
民
生
部
長
）
国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
用
い
た
デ
ー
タ
レ
イ
ア
ウ
ト

事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
国
の
動

向
や
県
内
他
市
町
村
で
の
ア
プ
リ
導
入

及
び
普
及
状
況
と
併
せ
て
子
育
て
世
代

の
保
護
者
等
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し

た
う
え
で
、
対
面
で
交
付
が
行
わ
れ
る

従
来
の
母
子
健
康
手
帳
の
仕
組
み
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
年
間
３
０
０
冊
前
後

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
Ｄ
ｏ
Ｓ

ｐ
ｏ
ｔ
」
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
と
し
て
、
接
続
者
の
自
己
責
任
と

な
る
こ
と
や
避
難
所
の
収
容
人
員
の
接

続
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題

点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「
Ｄ
ｏ
Ｓ
ｐ

ｏ
ｔ
」
は
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
機
器

１
基
で
通
常
時
で
あ
れ
ば

２０
台
の
機
器

の
同
時
接
続
が
可
能
で
あ
り
、
初
期
導

入
費
用
も
、
工
事
費
が
約
２
万
円
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
１
基
当
た
り
年
間

約
７
千
円
と
聞
い
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
整
備

に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
お
り
、
新
年

度
で
の
設
置
個
所
等
に
つ
い
て
は
、
現

在
行
っ
て
い
ま
す
新
年
度
予
算
編
成
作

業
の
中
で
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
高
齢
者
・
障
害
者
・

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
集
約
し
た
便
利
手
帳
の
作
成

を
引
き
続
き
、
研
究
・
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
平
成

２４
年
か
ら
通
学
路

す
べ
て
の
安
全
点
検
を
実
際
に
歩

い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
町
内
に
は
、
６
か
所

の
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
施
設

の
ほ
か
、
認
可
外
保
育
施
設
や
児
童
発

達
支
援
事
業
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

　
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
は
、
自
治
体
が
保
育

施
設
等
、
道
路
管
理
者
、
警
察
等
と
協

議
し
て
設
定
し
ま
す
。
今
後
、
こ
う
し

た
関
係
者
と
協
議
を
し
、
園
外
活
動
の

実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
個
々
の
危
険

個
所
に
対
す
る
対
策
を
は
じ
め
、
キ
ッ

ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
の
必
要
性
な
ど
検
討

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
保
育
所

の
園
外
活
動
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
 

12月定例会 
12月定例会 
12月定例会 

9
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

「
こ
こ
が
、
聞
き
た
い
」
 

一
般
質
問 

Q
＆
A

一
般
質
問 

Q
＆
A

一
般
質
問 

Q
＆
A

●
櫻

井

　

明

 ・・・・・・・・・
9
 

◎
電
子
母
子
健
康
手
帳
（
母
子
手
帳
ア
プ
リ
）

を
採
用
さ
れ
た
い
 

◎
避
難
所
施
設
等
の
Wi
‐
Fi
整
備
と
高
齢
者

手
帳
製
作
を
聞
く
 

・
内
水
洪
水
に
そ
な
え
る
道
路
側
溝
の
整
備

を
さ
れ
た
い
 

◎
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
・
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
早

期
設
置
を
 

●
木

下

美

津

子

 ・・・・・・
10
 

◎
「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」
施
行
に
あ
た

っ
て
 

◎
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
調
査
結

果
か
ら
 

◎
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
 

◎
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
た
め
に
 

◎
保
育
施
設
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
 

●
黒

瀨

泰

孝

 ・・・・・・・・・
11
 

◎
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
問
う
 

◎
防
災
を
問
う
 

●
大

塚

雅

司

 ・・・・・・・・・
12
 

◎
新
年
度
予
算
編
成
を
問
う
 

◎
公
共
施
設
等
の
適
正
管
理
の
推
進
 

◎
都
市
再
生
整
備
計
画
進
捗
状
況
 

●
松

浩

二

 ・・・・・・・・・
13
 

◎
学
童
保
育
を
問
う
 

◎
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
を
問
う
 

◎
公
園
・
広
場
を
問
う
 

◎
介
護
予
防
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
を

問
う
 

●
加

藤

雅

浩

 ・・・・・・・・・
14
 

◎
新
年
度
予
算
の
編
成
に
向
け
て
 

◎
行
政
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
 

◎
教
育
予
算
と
P
T
A
会
計
の
あ
り
方
 

●
渡

邉

憲

司

 ・・・・・・・・・
15
 

◎
防
災
を
問
う
 

●
伊

藤

勝

利

 ・・・・・・・・・
16
 

◎
災
害
対
策
を
問
う
 

◎
お
悔
み
コ
ー
ナ
ー
の
窓
口
業
務
の
一
元
化

を
問
う
 

●
後

藤

友

紀

 ・・・・・・・・・
17
 

◎
凶
悪
犯
罪
発
生
時
の
対
応
と
対
策
は
 

◎
A
L
T
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
 

◎
災
害
種
別
避
難
誘
導
標
識
シ
ス
テ
ム
導
入

の
そ
の
後
 

質 問 事 項 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を
町
に
求
め
、

適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
◎
の
項
目
を
議
員
本
人
が
執
筆
（
要
約
）
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

《訂正とお詫び》前号に誤りがありましたので、下記のとおり訂正しお詫びします。 
P11、2段目12・20行目：答弁者は総務部長、P13、4段目5行目：答弁者は住民経済教育部長 
P17、2段目3行目：答弁者は民生部長 

電
子
母
子
健
康
手
帳（
母
子
手

帳
ア
プ
リ
）を
採
用
さ
れ
た
い
 

手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
を
 

部
長
　
国
の
推
進
事
業
な
ど
と
研
究
す
る
 

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
・
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
の
早
期
設
置
を
 

今
後
の
母
子
手
帳
発
行
予
測
数
は
。
 

早
急
な
る
施
行
実
施
を
。
 

高
齢
者
手
帳
作
成
の
進
行
状
況
等
は
。
 

前
回
9
月
議
会
で
取
り
組
む
と
の

ご
答
弁
を
得
た
。
現
在
の
進
捗
状

態
・
検
討
事
項
は
。
 

今
年
１１
月
厚
労
省
か
ら
キ
ッ
ズ
ゾ

ー
ン
の
検
討
を
促
す
通
達
が
あ
っ

た
。
町
の
通
学
・
通
園
道
路
の
現
状
は
。
 

こ
の
無
料
ア
プ
リ
は
、
身
長
や
体

重
が
自
動
的
に
グ
ラ
フ
化
さ
れ
写

真
も
記
録
で
き
、
自
治
体
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
合
わ
せ
た
予
防
接
種
や
定
期
検

診
の
日
程
等
を
算
出
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー

に
記
録
し
、
時
期
を
通
知
す
る
機
能
で

受
け
忘
れ
を
防
止
で
き
る
。
災
害
な
ど

で
無
く
し
た
記
録
の
復
旧
も
可
能
だ
。

事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
９２
%
が
利
用

を
希
望
。
県
下
１３
市
町
村
が
活
用
中
で

当
町
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
 

避
難
所
施
設
等
の
Wi
‐
Fi
整

備
と
高
齢
者
手
帳
製
作
を
聞
く
 

避
難
所
等
の
Wi
‐
Fi
の
進
捗
は
 

部
長
　
新
年
度
予
算
の
中
で
決
定
し
た
い
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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黒瀨 泰孝 議員 木下 美津子 議員 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
各
家
庭
へ

啓
発
活
動
を
行
う
ほ
か
事
業
者
に

も
働
き
か
け
ま
す
。
削
減
計
画
は
国
県

の
方
針
を
受
け
策
定
に
向
け
調
査
、
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
令
和
２
年
度
か
ら
の
学

習
指
導
要
領
に
教
育
課
程
が
示
さ

れ
実
施
さ
れ
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
生

活
の
中
に
あ
る
も
っ
た
い
な
い
」
で
す
。

学
ん
だ
事
を
家
庭
生
活
に
生
か
す
よ
う

指
導
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
小
学
校
は
、
こ
と
ば
や

式
を
使
っ
て
書
く
問
題
、
中
学
校

で
は
資
料
を
読
む
こ
と
や
関
係
を
式
で

表
す
こ
と
が
低
い
実
態
に
あ
り
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
協
働
的
な
学
び
の
実
現

や
授
業
‐
復
習
‐
授
業
の
習
慣
化

を
し
家
庭
学
習
の
充
実
を
目
標
に
し
、

更
に
教
員
が
こ
の
目
標
に
対
し
児
童
生

徒
の
自
己
評
価
目
標
を
設
け
、
共
有
し

て
教
育
活
動
に
あ
た
る
と
し
、
保
護
者

に
も
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
読
解
力
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
家
族

で
会
話
を
す
る
時
間
の
減
少
も
あ
り
、

継
続
的
な
「
読
む
」
「
話
す
」
「
書
く
」

と
い
う
活
動
で
高
ま
る
読
解
力
が
低
く

な
る
と
い
う
結
果
は
分
か
り
ま
す
。
今
後
、

国
語
を
中
心
と
し
て
言
語
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
導
入
も
検
討
し
ま
し

た
が
国
の
補
助
対
象
外
で
高
額
で

も
あ
り
、
導
入
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

要
支
援
者
へ
の
情
報
伝
達
手
段
の
一
層

の
拡
充
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
現
在
の
情
報
伝
達
は

不
十
分
で
す
。
情
報
の
多
言
語
化

は
今
後
の
課
題
で
す
。
本
年
度
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
６
か
国
語
対
応
と
災
害
情

報
優
先
画
面
の
設
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
町
で
は
カ
ー
テ
ン
式

で
独
立
し
た
４
区
画
の
間
仕
切
り

の
備
蓄
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
政
府
は

１２
月
５
日
に

高
齢
者
の
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車

の
新
車
購
入
助
成
を
決
め
た
。
今
後
の

動
向
を
注
視
し
よ
り
よ
い
支
援
方
法
を

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
町
内
の
全
対
象
施
設

で
設
定
す
る
と
町
内
ほ
ぼ
全
域
が

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

関
係
者
と
協
議
し
必
要
性
を
検
討
し
ま

す
。
 

（
総
務
部
長
）
看
板
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
棟
南

側
に
あ
り
ま
す
モ
チ
ノ
キ
が
植
樹
さ
れ

て
い
る
植
栽
マ
ス
の
中
に
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
 

　
次
に
、
ど
の
よ
う
な
看
板
と
な
る
か

で
す
が
、
植
栽
マ
ス
面
か
ら
高
さ

１.５
ｍ
、

幅
４５
㎝
程
の
両
面
２
面
表
示
の
看
板
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
の

面
に
も
中
央
に
「
非
核
平
和
都
市
宣
言

の
ま
ち
」
の
文
字
と
、
看
板
上
部
に
岐

南
町
の
町
章
と
町
名
を
表
記
し
、
来
庁

者
の
皆
様
へ
、
岐
南
町
が
『
非
核
平
和

都
市
宣
言
の
ま
ち
』
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
や
す
い
看
板
と
な
る
よ
う
製
作
を

進
め
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
非
核
平
和
都
市
宣
言

の
看
板
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
り
、
そ

の
設
置
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
発
生
し
ま
し

た
台
風

２１
号
や
本
年

１０
月
に
来
襲
し
、

全
国
的
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し

た
台
風

１９
号
な
ど
の
被
害
状
況
を
考
慮

し
、
転
倒
の
危
険
性
が
無
い
よ
う
、
当

初
予
定
し
て
い
ま
し
た
仕
様
規
格
か
ら

仕
様
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
未
だ
設
置
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
現
在
、
製
作
業
者
の
選
定
作
業
を

進
め
て
い
る
状
況
で
す
。
 

　
現
時
点
で
明
確
な
設
置
完
成
時
期
を

報
告
で
き
ま
せ
ん
が
、
年
度
内
に
設
置

が
完
了
す
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
『
防
災
行
政
無
線
」

を
は
じ
め
、
岐
南
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
『
ぎ
な
ん
ね
っ
と
』
、
各
携
帯
会

社
を
利
用
し
た
『
緊
急
速
報
メ
ー
ル
』
、

岐
阜
県
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
な
ど

あ
ら
ゆ
る
伝
達
手
段
を
駆
使
し
て
い
き

ま
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
町
内
在
住
の
外
国

人
の
方
や
、
視
覚
障
害
・
聴
覚
障
害
を

持
つ
方
な
ど
へ
の
情
報
伝
達
手
段
の
検

討
が
課
題
で
あ
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
、

避
難
所
看
板
や
『
ぎ
な
ん
ね
っ
と
』
の

多
言
語
化
な
ど
、
伝
達
手
段
を
広
報
啓

発
す
る
こ
と
で
災
害
時
に
備
え
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
町
で
は
、
自
家
発
電

設
備
を
持
つ
役
場
庁
舎
及
び
中
央

公
民
館
講
堂
で
使
用
で
き
る
よ
う
な
、

一
度
に

１０
台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
各

種
機
種
に
対
応
し
充
電
可
能
な
機
材
の

導
入
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
他
の
避
難
所
等
も
、
停
電
時
に
は
ポ

ー
タ
ブ
ル
発
電
機
（

２０
機
保
有
）
を
利

用
し
、
避
難
者
の
方
々
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
各
種
機
種
に
対
応
し
充
電
で
き

る
よ
う
に
、
充
電
機
材
の
導
入
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

1月に全戸回覧さ
れた食品ロス削減
のパンフレット及
び冊子 

笠松町役場のプレート 

こ
の
調
査
は
児
童
生
徒
へ
の
教
育

指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善

等
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
当
町

の
課
題
は
。
 

先
進
安
全
技
術
の
標
準
装
備
車
の

購
入
や
後
付
け
急
発
進
防
止
装
置

の
設
備
へ
の
補
助
事
業
の
考
え
は
。
 

災
害
時
、
授
乳
や
お
む
つ
替
え
専

用
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
重
要
。
「
移

動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を
拠
点
避
難
所

に
配
備
し
て
お
く
べ
き
で
は
。
 

「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
 

法
」
施
行
に
あ
た
っ
て
 

町
の
今
後
の
具
体
的
対
応
策
は
 

部
長
　
啓
発
活
動
や
削
減
計
画
を
進
め
る
 

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
調
査
結
果
か
ら
 

防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
 

高
齢
者
の
事
故
防
止
の

た
め
に
 

厚
労
省
よ
り
認
可
外
を
含
む
全
保

育
施
設
の
半
径
5
0
0
m
以
内
に

設
置
要
請
。
町
の
設
置
計
画
は
。
 

保
育
施
設
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
問
う
 

い
つ
、
ど
こ
で
ど
ん
な
看
板
か
 

部
長
　
今
年
度
内
に
設
置
完
了
の
予
定
 

緊
急
情
報
伝
達
に
問
題
な
い
か
 

部
長
　
あ
ら
ゆ
る
伝
達
手
段
を
駆
使
す
る
 

防
災
を
問
う
 

場
所
及
び
ど
の
よ
う
な
看
板
（
プ

レ
ー
ト
）
な
の
か
。
 

災
害
時
に
お
け
る
町
民
へ
の
緊
急

情
報
の
伝
達
に
は
問
題
は
な
い
か
。
 

避
難
所
等
へ
の
ス
マ
ホ
の
急
速
充

電
の
機
材
の
導
入
に
つ
い
て
の
考

え
は
。
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
を
掲

示
す
る
看
板
等
の
設
置
時
期
に
つ

い
て
。
 

こ
の
法
律
は
国
連
の
目
標
S
D
G
s

が
影
響
し
て
い
る
。
世
界
と
未
来

を
学
ぶ
た
め
学
校
教
育
も
大
切
と
考
え

る
が
。
 

推
進
法
が
１０
月
1
日
施
行
。
自
治

体
に
削
減
計
画
策
定
を
努
力
義
務

と
し
て
い
る
。
今
後
の
対
応
は
。
 

聴
覚
障
害
者
へ
非
常
事
態
を
知
ら

せ
る
回
転
灯
や
文
字
表
示
装
置
の

設
置
を
主
張
す
る
。
 

町
内
在
住
外
国
人
へ
の
緊
急
災
害

の
伝
達
方
法
の
現
状
と
今
後
の
方

針
は
。
 

課
題
に
つ
い
て
の
改
善
策
は
。
ま

た
、
読
解
力
低
下
の
報
道
が
あ
る

が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  

ぎなん議会だより　第37号 10ぎなん議会だより　第37号 11



松　 浩二 議員 大塚 雅司 議員 

（
町
長
）
１
点
目
は
経
常
収
支
比
率

の
上
昇
、
２
点
目
は
単
年
度
収
支

の
マ
イ
ナ
ス
等
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
改

善
に
努
め
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
大
き
な
課
題
の
一
つ
に
公

共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が
あ
り
、

今
後

３０
年
間
、
年
平
均
８
億
円
の
更
新

コ
ス
ト
が
必
要
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
公
共
施
設
建
設
事
業
基
金
」
の
積
立

計
画
を
立
て
て
い
く
必
要
も
あ
り
、
又

外
部
資
金
の
確
保
、
経
費
削
減
に
取
り

組
み
、
財
政
健
全
化
の
堅
持
に
努
め
ま

す
。
 

 
（
町
長
）
来
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
収
分
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
基
準
財
政
収
入
額

に
算
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
、

地
方
交
付
税
減
額
の
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
影
響
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
施
設
類
型
は
7
つ
に

分
類
、
施
設
類
型
ご
と
の
整
合
性

を
図
り
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

で
定
め
た
数
値
目
標
に
則
り
、
専
門
家

の
意
見
も
取
入
れ
、
全
施
設
に
お
い
て

個
別
施
設
計
画
の
策
定
が
で
き
る
よ
う

進
め
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
施
設
類
型
ご
と
の
整

合
性
を
財
政
部
局
と
調
整
し
、
全

施
設
に
お
い
て
、
計
画
策
定
が
行
え
る

体
制
を
構
築
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
総
合
調
理
セ
ン
タ
ー

倉
庫
内
部
で
、
計
画
目
標
値
分
の

食
料
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
で
き
、

倉
庫
新
築
の
必
要
性
が
低
下
、
又
庁
舎

施
設
を
中
心
と
し
た
周
辺
の
整
備
計
画

の
中
で
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
含
め

た
庁
舎
利
用
者
の
駐
車
場
や
公
用
車
駐

車
場
確
保
の
観
点
か
ら
も
具
体
的
な
全

体
構
想
が
決
定
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
計
画
と
し
て
の
事

業
は
先
送
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
防
災
倉
庫
老
朽
化
問
題
は
「
都

市
再
生
整
備
計
画
」
と
は
別
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
災
害
時
を
想
定
し
た

通
行
止
め
バ
リ
ケ
ー
ド
や
ぎ
な
ん

フ
ェ
ス
タ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
資
機
材
な
ど

各
部
署
の
備
品
置
き
場
と
事
務
文
書
保

管
場
所
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

　
来
年
度
策
定
予
定
の
個
別
施
設
計
画

に
基
づ
き
、
適
切
な
維
持
管
理
・
修
繕

・
更
新
を
予
定
し
ま
す
。
 

（
民
生
部
長
）
ト
イ
レ
設
備
は
、
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
童
が

使
う
２
階
に
ト
イ
レ
を
設
置
、
西
・
東

町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
混
雑
時
に
は
１

階
も
使
用
し
ま
す
。
一
部
施
設
の
座
卓

に
角
が
と
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の

で
、
早
急
に
補
修
、
更
新
し
ま
す
。
 

　
駐
車
場
は
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に
不

足
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

に
プ
ー
ル
を
撤
去
し
、
整
備
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
夏
季
休
業
日
な
ど
利
用
者

数
が
急
増
の
場
合
で
も
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
厚
労
省
の
調
査
で
は
、

利
用
料
の
月
額
は
、
４
〜
６
千
円

未
満
と
定
め
る
ク
ラ
ブ
数
が
最
も
多
い

と
さ
れ
、
当
町
の
料
金
価
格
帯
は
概
ね

適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
長
期
休
業
日

の
日
数
の
変
動
や
時
間
区
分
の
複
雑
さ

も
あ
り
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

利
用
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
費
用

対
効
果
の
課
題
も
あ
り
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
北
小
に
つ
い
て
は
移

動
距
離
が
約
３
０
０
ｍ
あ
り
、
指

導
員
が
迎
え
に
行
く
ほ
か
、
北
小
見
守

り
ク
ラ
ブ
に
よ
る
見
守
り
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
毎
年
度
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
定
期
的
な
訪
問

を
行
い
現
状
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
１
月

２９
日
時
点
で
、

社
会
福
祉
法
人
豊
誠
会
は
来
年
度

採
用
予
定
者

１０
人
・
今
年
度
末
退
職
予

定
者
５
人
、
社
会
福
祉
法
人
登
豊
会
は

採
用
予
定
者
４
人
・
退
職
予
定
者
４
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
保
育
士
等
の
不
足
に
よ
る
待
機
児
童

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
町
で
は
「
待
機

児
童
解
消
促
進
事
業
補
助
金
」
「
保
育

士
確
保
サ
ポ
ー
ト
奨
励
事
業
」
「
保
育

体
制
強
化
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
町
が
遊
具
の
点
検
等

の
実
施
、
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
要
綱
や
協
定
書
に
責
任

の
所
在
は
明
文
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

遊
具
に
瑕
疵
が
あ
り
ケ
ガ
・
事
故
が
発

生
し
た
場
合
は
、
町
が
責
任
を
負
う
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
行
う
認
知
症
総
合
支
援
の

取
り
組
み
「
岐
南
町
高
齢
者
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
等

が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

　
引
き
続
き
、
介
護
予
防
に
力
点
を
置

い
た
事
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

完了した事業の一つ 
八剣北公園 

先送りされた事業 
現在の防災倉庫 

築40年以上の保育施設 

東町民センターの 
学童保育スペース 

現
防
災
備
蓄
倉
庫
は
公
共
施
設
総

合
管
理
計
画
対
象
施
設
。
行
政
系

施
設
と
し
て
、
防
災
拠
点
で
あ
り
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
り
ま
す
。

現
況
と
使
用
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。
 

政
府
は
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
交
付
金
」
を
、
来
年
度
当
初
予
算
で

は
倍
額
の
予
算
で
組
む
と
し
て
い
る
。

当
町
の
取
り
組
み
と
影
響
は
ど
う
か
。
 

消
費
増
税
に
よ
り
自
治
体
増
収
が

見
込
ま
れ
る
。
地
方
消
費
税
交
付

金
、
地
方
交
付
税
の
見
込
額
と
予
算
の

影
響
は
。
 

新
年
度
予
算
編
成
を
問
う
 

予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
 

町
長
　
事
業
効
果
を
徹
底
的
に
検
証
す
る
 

公
共
施
設
等
の
適
正
管
理

の
推
進
 

都
市
再
生
整
備
計
画
進
捗

状
況
 

学
童
保
育
を
問
う
 

定
期
的
な
状
況
把
握
は
あ
る
か
 

部
長
　
定
期
的
な
訪
問
を
し
て
い
る
 

介
護
予
防
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
交
付
金
を
問
う
 

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園

を
問
う
 

公
園
・
広
場
を
問
う
 

計
画
中
の
防
災
備
蓄
倉
庫
設
置
事
業
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
な
の
か
。
 

新
年
度
予
算
に
反
映
す
る
平
成
３０

年
度
決
算
事
項
は
。
 

学
校
か
ら
保
育
施
設
ま
で
の
移
動

時
の
安
全
確
保
と
責
任
の
所
在
は
。
 

町
の
担
当
課
は
、
定
期
的
に
状
況

を
把
握
し
て
い
る
か
。
 

町
内
の
3
小
学
校
区
す
べ
て
が
「
社

会
福
祉
法
人
さ
く
ら
ゆ
き
」
の
運

営
と
な
り
北
小
学
校
区
に
お
い
て
は
「
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」
に
場
所
が
変
わ
っ

た
が
、
ト
イ
レ
・
机
な
ど
保
育
環
境
は

ど
う
か
。
ま
た
、
駐
車
場
や
学
童
数
が

急
増
し
た
と
き
の
保
育
場
所
の
確
保
は

で
き
て
い
る
の
か
。
 

公
園
・
広
場
に
設
置
し
て
あ
る
遊

具
の
不
具
合
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合

の
要
綱
な
ど
明
文
化
さ
れ
て
い
る
か
。
 

全
国
的
な
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

獲
得
が
困
難
な
状
況
で
当
町
の
状

況
は
ど
う
か
。
 

利
用
料
は
適
切
か
。
ま
た
、
利
用

料
の
支
払
い
は
引
き
落
と
し
・
コ

ン
ビ
ニ
等
で
の
振
り
込
み
に
出
来
な
い

か
。
 策

定
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

て
い
く
た
め
の
体
制
は
。
 

中
長
期
の
財
政
計
画
と
財
政
見
通

し
に
つ
い
て
。
 

令
和
2
年
度
中
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
個
別
施
設
計
画
策
定
の
進

捗
状
況
は
。
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（
町
長
）
主
な
新
規
事
業
と
し
て
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所
環

境
の
確
保
の
た
め
の
「
小
中
学
校
体
育

館
空
調
整
備
」
や
多
文
化
共
生
の
推
進

及
び
地
域
防
災
を
強
化
す
る
た
め
の
「
指

定
避
難
所
の
看
板
等
の
整
備
」
、
ま
た
、

町
の
将
来
を
担
う
小
中
学
生
に
夢
や
希

望
を
育
み
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
目
指
し
、
今
年
度
は
小
学

生
を
対
象
に
英
語
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
英

語
教
育
」
を
充
実
し
、
町
内
の
児
童
生

徒
の
全
体
の
英
語
力
の
向
上
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
み
ん
な
が
健
や
か
に
楽
し
く

暮
ら
せ
る
よ
う
「
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

修
整
備
」
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
各
事
業
に
お
い
て
も
そ
の
費
用
負
担

と
町
財
政
の
収
支
の
状
況
を
十
分
勘
案

し
、
今
後
の
予
算
編
成
作
業
の
中
で
実

施
事
業
を
取
捨
選
択
し
て
、
町
民
の
皆

様
に
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
現
在
、
各
種
証
明
書

等
の
交
付
手
数
料
は
、
総
合
窓
口

や
税
務
課
な
ど
に
お
い
て
の
現
金
納
付

で
す
。
 

　
大
垣
市
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
８

月
よ
り
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と

の
間
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
環
境
の

整
備
に
係
る
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

を
結
び
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ｄ

払
い
」
を
活
用
し
た
証
明
書
交
付
手
数

料
な
ど
の
窓
口
納
付
に
係
る
実
証
実
験

を
全
国
の
自
治
体
で
初
の
試
み
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
大
垣
市
の
実

証
実
験
の
結
果
や
近
隣
市
町
の
導
入
状

況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
導
入
に
か

か
る
コ
ス
ト
や
費
用
対
効
果
な
ど
に
つ

い
て
も
研
究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
学
校
経
費
は
、
学
校
教

育
法
第
５
条
で
「
設
置
者
負
担
の

原
則
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
財
政
法

第
２７
条
の
４
で
は
「
住
民
に
対
し
、
直

接
、
間
接
を
問
わ
ず
、
そ
の
負
担
を
転

嫁
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
部
科
学
省
か
ら
も
平
成

２４

年
５
月
に
保
護
者
に
負
担
転
嫁
す
べ
き

で
な
い
旨
の
通
知
が
発
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

　
予
算
編
成
期
に
は
直
接
学
校
に
出
向

き
、
学
校
管
理
に
関
し
て
は
直
接
場
所

等
を
確
認
し
、
教
育
活
動
の
充
実
に
資

す
る
運
営
に
関
す
る
経
費
に
つ
い
て
は

直
接
教
職
員
か
ら
願
い
を
聞
き
、
予
算

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
し
か
し
、
年
度
途
中
に
お
い
て
急
を

要
す
る
修
理
等
が
発
生
し
た
と
き
に
、

学
校
の
判
断
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
打
ち
合
わ
し

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
備
費
等
で
対
応
し
た

い
と
考
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
、
児
童
生

徒
に
よ
り
良
い
環
境
で
学
ば
せ
た
い
と

い
う
願
い
が
あ
り
支
出
を
了
解
さ
れ
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
校
長
会
で
改

め
て
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
教
育
委

員
会
及
び
町
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
事

を
、
校
長
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
総
合
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

は
、
一
般
の
送
風
式
空
調
と
、
送
風
の

出
な
い
除
湿
型
放
射
冷
暖
房
方
式
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
費
が
高
額

と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た

施
設
の
老
朽
化
対
策
や
新
所
平
島
線
の

拡
幅
工
事
に
よ
る
新
た
な
駐
車
場
整
備

の
必
要
な
ど
エ
ア
コ
ン
設
置
に
留
ま
ら

ず
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
加
え
、
小
中
学
校

の
体
育
館
に
設
置
予
定
の
エ
ア
コ
ン
の

検
証
、
競
技
種
目
に
よ
り
ど
の
よ
う
な

空
調
方
式
を
採
用
す
る
か
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
オ
ム
ツ
交

換
台
に
つ
い
て
は
、
多
目
的
ト
イ

レ
内
一
か
所
に
、
来
年
度
、
設
置
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。
 

　
ま
た
授
乳
室
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
が
必

要
と
な
る
た
め
、
既
存
の
会
議
室
等
施

錠
が
可
能
と
な
る
部
屋
を
利
用
す
る
な

ど
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
町
の
指
定
避
難
所
で

あ
る
各
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

育
室
を
、
小
中
学
校
で
は
、
空
き
教
室

を
利
用
し
て
、
乳
児
の
オ
ム
ツ
替
え
や

授
乳
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
災
害
発
生
時
に
は
、

中
学
校
へ
搬
入
さ
れ
る
支
援
物
資

は
体
育
館
で
の
保
管
を
考
え
て
お
り
、

支
援
物
資
輸
送
車
を
西
門
か
ら
進
入
さ

せ
、
体
育
館
の
近
く
に
車
を
止
め
、
西

門
か
ら
の
一
方
通
行
の
ル
ー
ト
を
利
用

し
て
物
資
の
搬
入
・
搬
出
を
行
う
予
定

を
し
て
い
ま
す
。
 

　
自
家
用
車
で
避
難
さ
れ
た
方
は
、
南

門
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
進
入
し
、
Ｕ
タ

ー
ン
し
、
南
門
か
ら
出
る
ル
ー
ト
を
避

難
経
路
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
各
小
学
校
に
つ
い
て
も
、
自

家
用
車
で
避
難
さ
れ
た
方
の
車
両
と
の

分
離
を
図
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
者
支

援
活
動
が
で
き
る
よ
う
計
画
を
し
て
い

ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
啓
発
に
努
め
、
ペ
ッ

ト
を
販
売
し
て
い
る
民
間
事
業
者

に
対
し
て
も
周
知
・
啓
発
が
図
れ
る
よ

う
今
後
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
Ｄ
ｏ
Ｓ

ｐ
ｏ
ｔ
」
を
利
用
し
た
Ｗｉ
‐
Ｆｉ
利

用
環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
設
置
に
か
か
る
経
費
、
設
置

個
所
数
等
に
つ
い
て
、
新
年
度
予
算
編

成
作
業
の
中
で
決
定
し
て
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

小中学校体育館にエアコン設置を予定している 

大垣市で導入されているQRコード 

町民運動会で片付け時に混雑する 
岐南中学校南門付近 

岐阜市役所のDoSpot

総
合
体
育
館
に
は
、
乳
児
の
オ
ム

ツ
替
え
や
授
乳
が
で
き
る
部
屋
が

な
い
が
、
避
難
場
所
と
し
て
も
使
用
を

考
え
、
身
体
障
害
者
ト
イ
レ
を
改
装
し

て
は
ど
う
か
。
 

ペ
ッ
ト
と
の
同
伴
避
難
の
実
施
に

向
け
て
、
ゲ
ー
ジ
や
囲
い
な
ど
の

資
材
確
保
と
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
検
討
し
、
自
治
会
へ
の
呼
び

か
け
は
で
き
て
い
る
か
。
 

学
校
教
育
法
及
び
地
方
財
政
法
に

則
り
、
学
校
経
費
は
適
切
な
予
算

編
成
、
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
 

数
年
前
か
ら
Wi
‐
Fi
環
境
整
備
を

訴
え
て
お
り
、
庁
舎
や
公
民
館
・

町
民
セ
ン
タ
ー
・
総
合
体
育
館
な
ど
避

難
場
所
に
付
け
る
こ
と
は
災
害
時
だ
け

で
な
く
、
岐
南
町
の
P
R
活
動
に
も
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
い
つ
に
な
れ
ば

岐
南
町
は
設
置
で
き
る
か
。
 

新
年
度
予
算
の
編
成
に

向
け
て
 

新
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は
 

町
長
　
小
・
中
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
 

行
政
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
 

教
育
予
算
と
P
T
A
会
計

の
あ
り
方
 

防
災
を
問
う
 

避
難
場
所
に
授
乳
室
設
置
を
 

部
長
　
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
き
た
い
 

窓
口
等
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。
 

新
年
度
実
施
予
定
の
重
点
施
策
は
。
 

総
合
体
育
館
に
も
エ
ア
コ
ン
設
置
を
、

町
の
考
え
は
。
 

各
小
中
学
校
で
の
避
難
場
所
で
、

乳
児
の
オ
ム
ツ
替
え
や
授
乳
が
で

き
る
部
屋
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
 

災
害
時
の
岐
南
中
学
校
や
各
小
学

校
は
物
資
搬
入
搬
出
と
避
難
経
路

の
ス
ム
ー
ズ
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
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後藤 友紀 議員 伊藤 勝利 議員 

（
総
務
部
長
）
水
害
に
対
す
る
防
災

意
識
の
向
上
を
図
る
上
で
、
ま
ず

は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、
身
近

な
避
難
所
が
水
害
時
に
避
難
で
き
る
か

ど
う
か
、
防
災
標
識
を
全
指
定
避
難
所

に
設
置
す
る
こ
と
を
計
画
的
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。
浸
水
深
の
標
示
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し

て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
現
状
で
公
表

さ
れ
て
い
る
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
お
け
る
、
浸
水
深
の
標
示
を
行
う
こ

と
は
、
か
え
っ
て
町
民
の
不
安
を
煽
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
現
状

で
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

 
（
建
設
部
長
）
宅
地
化
が
進
み
、
遊

水
地
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て

い
ま
す
「
農
地
田
（
た
ん
ぼ
）
」
も
著

し
く
減
少
し
て
い
る
状
況
を
考
え
ま
す

と
、
急
激
に
降
っ
た
雨
を
ス
ム
ー
ズ
に

幹
線
排
水
路
へ
誘
導
す
る
に
は
、
支
線

排
水
路
で
あ
る
「
背
割
り
排
水
路
」
の

役
割
は
極
め
て
重
要
で
す
。
 

　
し
か
し
町
内
全
て
の
排
水
路
の
現
状

の
把
握
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
町
民
の

方
や
自
治
会
か
ら
の
連
絡
、
要
望
に
よ

る
対
応
も
多
く
、
ま
た
清
掃
作
業
等
に

つ
い
て
は
、
各
自
治
会
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
維
持
管
理
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
 

　
し
た
が
っ
て
自
治
会
の
手
に
負
え
な

い
汚
泥
の
堆
積
や
雑
木
等
で
、
作
業
に

危
険
を
伴
う
場
合
は
町
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
排
水
路
の
維
持
管
理
は
、
内
水

洪
水
対
策
に
非
常
に
重
要
で
、
機
能
が

悪
化
し
て
い
る
水
路
が
あ
れ
ば
、
管
理

者
と
し
て
早
急
に
状
態
を
確
認
し
、
機

能
改
善
に
向
け
対
応
し
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
 

 

（
住
民
経
済
教
育
部
長
）
今
年
度
、

手
続
き
案
内
書
「
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
」
の
文
字
を
大
き
く
見
易
く

し
、
関
連
す
る
情
報
を
追
加
し
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
変
更
し
ま
し
た
。
今
後
、

手
続
き
窓
口
に
お
い
て
、
複
数
の
手
続

き
も
同
時
に
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
で
の
対
応
に
加
え
、
経
済
環
境
課

や
水
道
課
の
職
員
が
一
階
に
降
り
て
対

応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
「
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
専
用
窓
口
設

置
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研
究
・

検
討
し
、
住
民
の
負
担
軽
減
が
で
き
る

窓
口
対
応
に
心
掛
け
ま
す
。
 

（
総
務
部
長
）
事
件
発
生
時
に
お
け

る
情
報
の
住
民
へ
の
周
知
方
法
に

『
防
災
行
政
無
線
』
設
備
が
あ
り
ま
す
。

放
送
を
行
う
に
は
、
警
察
署
か
ら
の
放

送
依
頼
と
放
送
内
容
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
の
事
件
に

つ
い
て
は
、
岐
阜
羽
島
警
察
署
か
ら
放

送
依
頼
、
情
報
提
供
と
も
に
あ
り
ま
し

た
の
で
、
事
件
発
生
の
緊
急
放
送
を
行

い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
放
送
依
頼
が
早
朝

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
宿
直
者
の
対
応
と

な
り
、
放
送
完
了
ま
で
多
少
の
時
間
を

要
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
宿
直
室
に
設

置
の
無
線
操
作
盤
を
利
用
し
、
宿
日
直

者
が
肉
声
で
放
送
内
容
を
読
み
上
げ
る

運
用
に
防
災
行
政
無
線
操
作
手
順
を
改

正
し
、
見
直
し
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
県
内
市
町
村
で
は
既

に
所
轄
警
察
署
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

警
察
と
の
防
災
行
政
無
線
等
活
用
に
つ

い
て
の
協
定
締
結
に
向
け
、
岐
阜
羽
島

警
察
署
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
す
れ
ば
、

英
語
学
習
に
指
導
教
諭
の
補
佐
と

し
て
参
加
す
る
機
会
が
増
え
、
英
語
に

対
す
る
関
心
や
英
語
学
習
に
対
す
る
意

欲
の
向
上
、
特
に
「
聞
く
」
「
話
す
」
技

能
と
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
の
場
で
良
質
な
英
語

の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
機
会
も
増
え
ま
す
。

児
童
生
徒
に
と
っ
て
も
、
教
職
員
に
と

っ
て
も
、
大
変
有
難
い
こ
と
で
す
。
 

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
は
、
そ
の
配
置
に
よ

る
教
育
的
効
果
の
高
さ
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
関
係
各
部
局
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
次
年
度
以
降
に
、
多

文
化
共
生
の
観
点
も
踏
ま
え
、
避

難
所
看
板
整
備
に
向
け
た
計
画
を
進
め

て
お
り
、
新
年
度
で
の
設
置
個
所
数
や

設
置
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
現

在
行
っ
て
い
ま
す
新
年
度
予
算
編
成
作

業
の
中
で
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

改善された手続き案内書 

雑木が生い茂る排水路 

誰にでもわかりやすい避難所看板へ 

犯罪発生に防災行政無線の活用を 

中
央
公
民
館
の
避
難
所
看
板
に
同

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
避
難
所
看

板
が
設
置
さ
れ
た
後
、
そ
の
他
の
避
難

所
看
板
に
つ
い
て
更
新
が
行
わ
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
の
更
新
予
定
は
。
 

大
切
な
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、
心

の
癒
え
る
間
も
な
い
う
ち
に
、
遺

族
の
行
政
手
続
き
は
、
心
労
も
重
な
り

憂
う
つ
な
気
持
ち
に
な
る
も
の
で
す
。
 

　
今
後
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
町
民
負
担
の
軽
減
に
努
め
高
齢
者

に
寄
り
添
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
町
も
、
葬
儀
後
の
窓

口
業
務
の
一
元
化
と
し
て
、
お
悔
や
み

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。
 

町
内
排
水
路
に
お
い
て
、
長
い
間

管
理
さ
れ
て
い
な
い
排
水
路
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
現
状
は
、
水
路
に
草
や

雑
木
が
伸
び
放
題
の
ま
ま
で
、
汚
泥
も

蓄
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
で
、

豪
雨
災
害
時
に
対
応
で
き
る
の
か
不
安

で
あ
り
、
早
急
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
。
 

お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
窓

口
業
務
の
一
元
化
を
問
う
 

お
悔
や
み
専
用
窓
口
の
設
置
を
 

部
長
　
遺
族
の
負
担
軽
減
に
心
掛
け
る
 

災
害
対
策
を
問
う
 

凶
悪
犯
罪
発
生
時
の
 

対
応
と
対
策
は
 

A
L
T
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
を
 

警
察
と
情
報
提
供
の
協
定
を
 

部
長
　
協
定
締
結
の
協
議
進
め
る
 

来
年
度
A
L
T
増
員
の
考
え
は
 

教
育
長
　
増
員
に
向
け
働
き
か
け
て
い
る
 

災
害
種
別
避
難
誘
導
標
識
 

シ
ス
テ
ム
導
入
の
そ
の
後
 

早
期
か
つ
広
範
囲
に
注
意
喚
起
が

必
要
な
凶
悪
犯
罪
等
の
発
生
に
つ

い
て
、
迅
速
か
つ
適
切
に
情
報
提
供
す

る
た
め
に
、
警
察
と
協
定
を
結
び
、
防

災
行
政
無
線
の
活
用
を
よ
り
具
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
は
住
民
の
安
心
安
全
に

有
益
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、
町
の

防
災
行
政
無
線
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
中
で
、
凶
悪
犯
罪
発
生
時

の
伝
達
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
が
、

犯
罪
発
生
情
報
等
の
提
供
に
つ
い
て
警

察
と
協
定
を
結
ぶ
考
え
は
あ
る
か
。
 

来
年
度
か
ら
の
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
に
伴
い
、
外
国
語
教
育
の
新

し
い
変
化
が
本
格
的
に
始
ま
る
。
今
後

の
外
国
語
教
育
を
、
単
純
な
教
科
と
し

て
の
英
語
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
と
捉
え
行
な
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ

り
多
く
の
時
間
を
A
L
T
と
過
ご
す
こ

と
が
必
要
。
全
面
実
施
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
来
年
度
か
ら
A
L
T
を
増
員
す
る

考
え
は
あ
る
か
。
 

早
期
か
つ
広
範
囲
に
注
意
喚
起
が

必
要
な
事
件
発
生
時
に
お
け
る
情

報
の
周
知
方
法
は
あ
る
か
。
 

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
だ
け
で
、

危
険
か
否
か
を
判
断
し
き
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
浸
水
範
囲
に
加
え
て
町

民
の
方
々
が
、
常
に
目
が
止
ま
る
施
策

と
し
て
、
電
柱
・
外
壁
等
に
、
最
高
浸

水
水
位
を
標
記
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
目

で
危
険
度
合
と
危
険
個
所
を
判
断
で
き
、

自
分
の
命
は
自
ら
守
る
と
い
う
危
機
管

理
意
識
が
芽
生
え
る
と
考
え
る
が
。
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「議会だより」写真募集に 
ご応募ありがとうございました！ 

ぎなんぎかい ホームページ 

新企画！ 
議員って 

どんな人 
？？ 

新企画！ 
議員って 

どんな人 
？？ 

新企画！ 
議員って 

どんな人 
？？ 

37
令和元年12月議会 

3月1日発行 

成人式実行委員会の方々に議場でインタビュー 
特集記事P2～3

今回のピックアップ 

「大人」への第一歩 はたちの議場レポート 
一般質問 

ここが、聞きたい 
議員紹介コーナー 

新企画！議員ってどんな人？ 

 
P 
 
P 
 
P

 
2～3 
 
8～17 
 
18

 
・・ 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
・・・・・・・・・・・・ 

「蛇池公園の左義長」 
てっぺんの燃焼が早く、炎が舞い上がる様子 

市川 正幸さん 
　市川さんより、この他にもたくさんの
お写真をご応募いただきました。 

委
員
長
　
　
後
藤
　
友
紀 

副
委
員
長
　
加
藤
　
雅
浩 

委
　
員
　
　
伊
藤
　
勝
利 

委
　
員
　
　
渡
邉
　
憲
司 

委
　
員
　
　
黒
瀨
　
泰
孝 

○
第
６
次
総
合
計
画
審
議
会
 

○
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
 

○
地
方
自
治
連
絡
協
議
会
 

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会
 

○
老
人
体
育
大
会
 

○
土
岐
市
議
会
行
政
視
察
 

○
政
権
与
党
国
会
議
員
と
の
 

意
見
交
換
会
 

○„
ね
ぎ
っ
ち
ょ
“
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
 

○
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
 

  ○
第
４
回
議
会
定
例
会
 

（
１２
月
３
日
〜
２１
日
）
 

○
町
規
則
に
基
づ
く
表
彰
式
 

○
県
議
長
会
評
議
員
会
 

○
郡
駅
伝
競
走
大
会
 

○
総
務
常
任
委
員
会
 

○
民
生
建
設
常
任
委
員
会
 

○
郡
広
域
連
合
消
防
技
術
競
練
会
 

議
会
定
例
会
 

○
県
地
方
競
馬
組
合
議
会
定
例
会
 

○
総
合
戦
略
審
議
会
 

○
消
防
団
年
末
夜
警
の
激
励
 

  ○
成
人
式
 

○
消
防
出
初
め
式
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
 

○
議
会
制
度
改
革
検
討
会
 

○
ぎ
な
ん
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
 

○
芸
能
・
美
術
大
会
 

○
地
方
財
政
対
策
等
説
明
会
 

○
郡
広
域
連
合
予
算
説
明
会
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表紙の題字 

「　　」は 

西小学校6年 

坂口 春菜 さんの 

作品です 

議
会
だ
よ
り
は
住
民
と
議
会
を
繋
ぐ
唯
一
の
発
行
物
 

　
岐
南
町
議
会
は
年
４
回
の
議
会
開
催
毎
に
議
会
だ
よ

り
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
 

　
行
政
が
毎
月
発
行
す
る
広
報
マ
イ
タ
ウ
ン
ぎ
な
ん
に

挟
ま
れ
て
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
議
会
だ
よ
り
を
広
報

と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
存
在
の
議
会
だ
よ
り
で
す
が
、
始

ま
り
は
平
成

２３
年
、
今
回
は
第

３７
号
。
議
会
だ
よ
り
初

発
刊
か
ら
ま
る
９
年
に
な
り
ま
す
。
 

　
現
在
、
広
報
特
別
委
員
会
は
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
伝
わ
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
編
集
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
大
き
い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
難
し
く
と
も
、
一
歩
ず

つ
の
前
進
を
意
識
し
、
議
会
だ
よ
り
を
目
に
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
よ
り
身
近
な
議
会
へ
。

議
会
改
革
の
推
進
を
議
会
だ
よ
り
か
ら
感
じ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。
　
　
　
（
委
員
長
　
後
藤 

友
紀
） 

語り合おう！！ 
　　　私たちの未来 
語り合おう！！ 
　　　私たちの未来 

月 

１２
 月 

１２
 月 

１１
 月 

１１
 

さか ぐち な はる 

後藤 友紀 
（ごとう ゆき）2期 
好きな場所： 
カフェ 
趣味： 
フラダンス 
座右の銘： 
知は力なり 
最近の関心事： 
若いころやっていた英会話
をまた始めたいなと思って
います 

松  浩二 
（まつばら こうじ）2期 
好きな台湾ラーメン： 
大吉 
趣味： 
プラモデル（戦艦、戦車、航空機） 
座右の銘： 
起きて半畳寝て一畳 
最近の関心事： 
日本人ユーチューバーの現地発
信により世界中の真実を知るこ
とができること 

ぎなん議会だより　第37号 18


